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要約
Nairne,Thompson,&Pandeirada(2007)が報告 した適応記憶 とい
う現 象 につ い て紹 介す る こ とを目的 とす る。 まず 第1に適応 記憶現 象 の
詳細 を紹 介 し、第2にNairneetal.(2007)以降 の検討事 例 を紹 介 す






Nairneetal.(2007)の実験1の 手続 きは以下のとお りであった。実
験参加者に対して、学習時に3つ の方向付け課題を偶発学習事態、かつ
被験者間での条件の配置において行わせた。3つ の方向付け課題とは、
大草原での生存(以 後、生存条件)、 引越での関連度(以 後、引越条







実験者か ら呈示 された単語について、食物 と水の安定 した供給 と捕食者
からの保護に関してどのていど関連するかを評価 した(具 体的な教示に














引越条件 この課題 において、我 々は、あなたにあなたが外 国の土
地の新 しい家へ引っ越す予定になっていると想像 して欲
しい。 ここ数月にわたって、あなたは新 しい家の場所 を
見つけ、購入 して、あなたの所有物を輸送する必要がある。
我 々は、あなたに単語の リス トを見せ る予定である、そ
して、我々はあなたに関連 した各 々のこれらの単語が こ
の課題を達成す るために、関連 している程度を評価 して
欲 しい。単語に関するいくつかは、関連するか もしれな
い し、関連 しないか もしれない。そのことを決めるのは
あなたです。
好 ましさ この課題において、我 々はあなたに単語の リス トを見せ
条件 る予定である、そして、我 々はあなたに各々の単語 に関
する好 ましさ(pleasantness)を評価 して欲 しい。単語に




た。そして、参加者 は、引越場所 を決め、家を購入 し、所有物を輸送
することに、実験者の呈示した単語の指示物が どのていど関連するか を
評価 した。好 ましさ評定課題(好 ましさ条件)に おいて、参加者は単語












注:NarineetaL(2007,p265)のFigure.1を元 に 岡 田 が 作 成 した 。
図1.Nairne,Thompson&Pandeirada(2007)の実 験1に お け る










果を原因とする ものではないかと考えられる予測 を検討 した。そこで生
存課題と比較する自己参照課題として、実験参加者 に呈示 された単語か




記憶成績を生み出す処理課題 として知 られてきた好 ましさ評定課題や 自


















Naireetal.(2007)の報告が 行わ れてか ら、 この適 応記憶 は注 目を
浴 び、 この2年 間にお いて、い くつか の研 究 報告が 行 われている(表2
表2.適 応記憶 に関す る研 究一覧






























































































































































































(2007)の実験1が 追試され、現象の再現 に成功 している。異なる呈示






づけ)が よ り優れて行われたためだと説明す る(以後、シェマ説)こ と
の可能性の検討を行った。さらに第2に 、おなじく大草原が重要なので
はな く、生存効果を自己に関連づけるために生 じた とする自己参照効果
(self-referenceeffect)からの説明(以 後、 自己参照効果説)が できる
可能性 を検討 した。具体的には、シェマ説の検討 として、草原における
















"我 々の発見は進化論か らの説明と一致 している。その説明か らす
ると 「我 々の記憶は人類がご く最近 まで生活 していた状況(す なわ







この ように、Weinsteinetal.(2008)は、生存効 果 の説 明を進化 にお



















結果パター ン(生 存条件 〉好ましさ条件)を 得ることがで きた。ただし
このNairne&Pandeirada(2008a)の実験2の 結果パター ンは統計的










る課題 と好 ましさ評定課題を比較 した。生存処理以外のシェマを利用す
る課題 として、実験の参加者は外国の リゾー ト地で過 ごす休 日に関する




くつかの言葉は、関係 しているし、い くつかの言葉は関係 していないか
もしれない。関係 しているかどうかはあなたが、決めることです。」と
いうものであった。 もし、適応記憶の現象(生 存条件が高い記憶課題成





Nairne&Pandeirada(2008a)の研究 か らす る と、 シェマ説 では適応
記憶 の現 象は説明 で きない ようで ある。
ま とめ る と、Nairne&Pandeirada(2008a)の実験1実 験2よ り、
適応 記憶 の現象 は、体 制化だ けで は説明で きない こ とが示唆 され た。 た
だ し、 この結果 のパ ター ンは、統計 的 には有意傾 向 の結果か ら示唆 され
た ものであ り、そ の点 は注 意が必要 であ る。 またNairne&Pandeirada
(2008a)の実験3か ら、適 応記憶 の現 象は シェマ説 だ けで も説明で き
ないこ とが示唆 され た。
2-3Kang,McDermott,&Cohen(2008)
Kang,McDermott,&Cohen(2008)は、先行研究における引越条件





































映画、 トム ・ハンクス主演)か ら作成された短い動画が利用 された。強
盗条件では映画InsideManから作成された短い動画が利用 された。そ
してその動画を見た実験参加者が、動画の登場人物が生存 をした り、銀


























の システムを進化 させてきたと説明 している。そ して、大平原 とい う
状況の重要性 を指摘 している。その説明には、ある程度の確からしさが
あ り、説得性の高さを感じる。 しかし、同時にそれほど単純に説明でき





































文 がpdfに て 手 に 入 る 。





適 応 記 憶 にお け る研 究 の展 開
・Weinstein,Yのホ ー ム ペ ー ジURL:http://psych.wustLedu/memory/
weinstein.html
・Kang,S.H.Kのホ ー ム ペ ー ジURL;http://memory.wustl.edu/kang.h
tm
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